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毎
年
ど
こ
か
で

　
今
年
の
金
沢
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の

大
雪
に
見
舞
わ
れ
、
機
械
や
部
品
の
発
送
が
困
難
に
な
り
多
く
の
方
々
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

し
た
。
こ
れ
を
機
に
改
め
て
弊
社
で
も
危
機
管
理
の
見
直
し
を
致
し
ま
し
た
。

　
金
沢
育
ち
で
は
あ
り
ま
す
が
、
積
雪
量
の
多
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
だ
け
集
中
的
に
降
雪
が
続

く
の
は
初
め
て
経
験
し
た
気
が
し
ま
す
。
雪
に
強
か
っ
た
小
松
空
港
も
欠
航
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
対
し
て
面
目
を
保
っ
た
の
が
北
陸
新
幹
線
で
、
運
休
無
し
で
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
確
保
し

ま
し
た
。
大
阪
や
名
古
屋
行
き
の
特
急
は
運
休
し
ま
し
た
が
、
東
京
経
由
で
大
阪
へ
と
代
替
え
路

線
の
役
目
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
新
幹
線
が
あ
る
か
ら
と
い
う
理
由
か
ら
か
、
飛
行
機
や
在
来
線
特
急
の
運
休
判
断
が
多
か
っ
た

気
が
し
ま
す
。
少
し
だ
け
他
力
本
願
に
な
っ
て
い
る
日
本
人
へ
の
警
告
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。



　
残
業
禁
止
に
よ
り「
フ
ラ
リ
ー
マ
ン
」

と
言
わ
れ
る
人
々
が
増
え
て
き
て
い
る
。

会
社
を
定
時
に
出
て
も
す
ぐ
に
は
家
に

帰
ら
ず
に
、
居
酒
屋
、
公
園
や
ゲ
ー
セ

ン
で
時
間
を
潰
し
て
少
し
遅
め
に
帰
宅

す
る
人
々
の
こ
と
だ
。

　

ド
イ
ツ
で
は
一
日
1
0
時
間
以
上

の
労
働
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
、

日
本
政
府
も
労
働
時
間
の
新
た
な
法
律

の
立
案
に
躍
起
に
な
っ
て
い
る
。
労
働

時
間
の
短
縮
化
ば
か
り
で
な
く
、
生
産

性
を
高
め
る
対
策
が
こ
こ
で
は
お
ろ
そ

か
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

休
暇
を
楽
し
む

　
週
休
二
日
制
を
い
ち
早
く
取
り
入
れ

た
松
下
幸
之
助
さ
ん
は「
一
日
は
休
養
、

一
日
は
教
養
」
を
謳
っ
た
そ
う
で
あ
る

が
、
現
実
は
残
業
で
疲
れ
て
「
二
日
と

も
休
養
」
に
な
っ
て
い
る
人
も
多
い
の

で
は
な
い
か
。
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
コ
ー

チ
は
寄
宿
舎
の
一
室
を
図
書
館
に
し
て

読
書
を
勧
め
た
そ
う
だ
。
当
の
本
人
も

外
食
し
て
お
酒
を
飲
ん
で
も
必
ず
就
寝

前
に
は
読
書
を
し
て
い
た
。
寝
る
前
の

一
時
間
で
知
っ
た
知
識
が
一
番
記
憶
に

残
る
と
言
っ
て
い
る
。

米
国
発
の
I
T
で
の
働
き
方
改
革

①
V
P
N
の
利
用

　
V
P
N
（
仮
想
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
）
を
使
用
す
る
と
、
社
外
か

ら
で
も
社
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
繋
が

る
。
こ
れ
に
よ
り
自
宅
や
外
出
先
で
も

会
社
に
あ
る
デ
ー
タ
を
見
る
こ
と
が
出

来
る
。

②
ク
ラ
ウ
ド
ス
ト
レ
ー
ジ

　

D
r
o
p
b
o
x
や
O
n
e　

D
r
i
v
e
等
の
ク
ラ
ウ
ド
ス
ト
レ
ー

ジ
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、
ス
マ
ホ
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
な
ど
の
色
々
な
端
末
で
フ
ァ
イ

ル
に
ア
ク
セ
ス
出
来
る
（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
が
必
要
）。

③
内
線
の
ク
ラ
ウ
ド
化

　
外
の
電
話
か
ら
会
社
の
ク
ラ
ウ
ド
内

線
電
話
に
か
け
、
そ
こ
か
ら
内
線
番
号

に
繋
げ
ら
れ
る
。
内
線
は
社
内
専
用
の

み
と
い
う
常
識
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

④
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

　
従
来
は
専
用
機
器
を
用
意
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
現
在
で

は
W
E
B
上
で
の
会
議
が
主
流
と
な
り

つ
つ
あ
る
。
ス
マ
ホ
用
の
ア
プ
リ
も
あ

り
、
色
々
な
情
報
共
有
ソ
フ
ト
を
会
議

シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
ん
で
い
る
。
そ
れ

ら
を
同
時
に
立
ち
上
げ
て
、
情
報
を
参

照
し
な
が
ら
会
話
が
出
来
る
様
に
な
る
。

欧
州
発
の
繋
が
ら
な
い
権
利

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
「
勤
務
時
間
外
に

メ
ー
ル
を
見
な
く
て
も
良
い
権
利
」
が

施
行
さ
れ
た
。
ド
イ
ツ
の
ダ
イ
ム
ラ
ー

社
は
休
暇
中
に
受
信
さ
れ
る
メ
ー
ル
は

自
動
削
除
さ
れ
、
送
信
元
に
は
「
休
暇

中
」
と
自
動
的
に
連
絡
さ
れ
る
。

　
会
社
で
の
残
業
が
基
本
と
な
っ
て
仕

事
を
自
宅
に
持
ち
帰
ら
な
い
日
本
は
、

ア
メ
リ
カ
型
へ
移
行
す
る
傾
向
が
強
い

で
あ
ろ
う
が
、
o
n 

o
f
f
を
推
奨

す
る
欧
州
型
も
少
し
は
取
り
入
れ
て
欲

し
い
気
も
す
る
。

生
産
性
と
は

　
自
社
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
喜
ん
で

購
入
し
て
く
れ
る「
フ
ァ
ン
」「
得
意
客
」

「
ひ
い
き
客
」
が
感
じ
て
い
る
「
価
値
」

に
社
員
の
目
的
を
集
中
し
て
、
そ
れ
以

外
の
物
を
削
減
し
て
い
く
。
そ
れ
こ
そ

が
会
社
に
お
け
る
生
産
性
向
上
の
最
も

本
質
的
な
定
義
と
勉
強
し
た
。
人
の
内

面
か
ら
価
値
を
生
み
出
す
精
神
性
を
大

切
に
す
る
こ
と
で
も
あ
り
、
肉
体
労
働

時
代
の
生
産
性
と
は
意
味
が
異
な
る
。

　
そ
の
為
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
通
じ
て
意
思
や
意
図
を
共
有
す
る

時
間
を
し
っ
か
り
と
取
る
事
が
不
可
欠

だ
。
最
初
の
こ
の
時
間
を
省
略
す
る
と

結
果
は
生
産
性
低
下
に
繋
が
る
。
社
員

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
要
視

し
て
い
る
経
営
者
が
多
く
な
っ
て
い
る

の
も
う
な
ず
け
る
。
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残
業
時
間
と

    

生
産
性
の
両
立

残業時間の上限指針
① 年720 時間以内（月平均 60 時間）
② 月45時間超は年６回まで
③ ２〜6ヶ月は月平均 80 時間以内
④ 極めて忙しい 1ヶ月の上限100 時間未満
　 但し、①②は休日労働を含まない。 

労働時間
(2015 年 OECD)

GDP/ １人
(2016 年 OECD)

労働生産性
(2016 年 OECD)

 メキシコ 2248 時間  18,583 US$ 　20.6 US$
 アメリカ 1786 時間  57,591 US$ 　69.6 US$
 日本 1719 時間  41,534 US$ 　46.0 US$
 ドイツ 1368 時間  48,989 US$ 　68.0 US$



　
食
品
を
乾
燥
さ
せ
て
水
分
を
除
去
す

る
と
保
存
性
が
良
く
な
り
、
甘
み
が
凝

縮
さ
れ
旨
味
が
増
加
す
る
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。
さ
ら
に
常
温
流
通
が
可
能
と
な

る
の
で
結
果
的
に
物
流
コ
ス
ト
を
抑
え

る
事
に
も
繋
が
る
。
■

保
全
性
の
向
上

　
食
品
は
微
生
物
の
作
用
に
よ
っ
て
腐

敗
す
る
。
水
分
を
蒸
発
さ
せ
て
微
生
物

が
使
え
る
自
由
水
の
割
合（
活
性
水
分
）

を
減
ら
す
こ
と
に
よ
り
、
常
温
で
も
長

期
間
の
保
存
が
可
能
に
な
る
。

■

食
味
の
向
上

　
味
が
濃
縮
さ
れ
る
と
同
時
に
適
度
な

温
度
が
加
わ
る
こ
と
で
、
酵
素
が
活
性

化
し
て
タ
ン
パ
ク
質
や
糖
質
が
分
解
さ

れ
て
旨
味
が
ア
ッ
プ
す
る
。

　
食
材
に
合
わ
せ
た

様
々
な
乾
燥
方
法

天
日
干
し

　
一
番
原
始
的
な
方
法
は
、
太
陽
の
熱

と
風
を
利
用
し
て
水
分
を
取
り
除
く
天

日
干
し
だ
。
日
の
光
が
強
い
場
合
に
は

日
陰
干
し
も
推
奨
さ
れ
る
。
収
穫
時
期

と
場
所
に
合
わ
せ
て
生
産
さ
れ
、
地
域

色
が
出
る
。
そ
の
典
型
例
が
魚
の
干
物

で
イ
ノ
シ
ン
酸
が
旨
味
を
増
し
て
い
る
。

フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ

　

水
分
を
含
ん
だ
食
品
を
マ
イ
ナ
ス

3
0
度
で
急
速
凍
結
し
、
さ
ら
に
減
圧

し
て
真
空
状
態
に
す
る
と
水
分
は
昇
華

さ
れ
て
乾
燥
し
て
ゆ
く
。

　
多
孔
質
で
復
元
性
溶
解
性
が
良
い
の

で
、
味
噌
汁
の
具
材
等
に
幅
広
く
利
用

さ
れ
る
。
味
も
食
感
も
程
よ
く
残
る
こ

と
か
ら
発
売
時
に
は
絶
賛
さ
れ
て
い
た
。

意
外
な
こ
と
に
、
粉
コ
ー
ヒ
ー
に
も
フ

リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
製
法
が
使
わ
れ
て
い
る
。

熱
風
乾
燥

　
熱
風
を
食
品
に
吹
き
か
け
て
乾
燥
さ

せ
る
方
法
で
あ
る
。
装
置
も
簡
単
で
乾

燥
時
間
も
短
縮
出
来
る
が
、
中
心
部
と

外
側
で
は
乾
燥
度
合
い
に
差
が
出
る
事

が
あ
る
。
熱
風
温
度
に
よ
っ
て
は
表
面

変
成
が
生
じ
る
の
で
加
熱
調
理
後
の
食

材
に
多
く
使
わ
れ
る
。

　
イ
ン
ス
タ
ン
ト
コ
ー
ヒ
ー
は
こ
れ
を

利
用
し
た
ス
プ
レ
ー
ド
ラ
イ
方
式
で
、

そ
の
歴
史
は
意
外
と
古
い
。

低
温
乾
燥

　
鮮
魚
等
の
食
材
を
低
温
に
保
ち
な
が

ら
表
面
硬
化
を
防
ぐ
た
め
に
、
乾
燥
し

た
2
0
〜
3
0
度
の
空
気
を
吹
き
か

け
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
菌
の
増
殖
を
防

ぎ
な
が
ら
栄
養
素
の
破
壊
が
少
な
い
商

品
が
出
来
上
が
る
。

加
圧
乾
燥

　
密
閉
容
器
内
で
高
温
加
圧
し
た
状
態

か
ら
空
隙
に
常
圧
に
戻
す
こ
と
に
よ
っ

て
瞬
間
的
に
水
分
を
蒸
発
さ
せ
る
。
膨

化
食
品
に
多
く
使
わ
れ
、
米
か
ら
作
る

「
ポ
ン
菓
子
」は
典
型
的
な
商
品
で
あ
る
。

真
空
フ
ラ
イ

　
油
を
利
用
し
て
野
菜
や
果
物
を
乾
燥

さ
せ
る
。
油
の
温
度
を
7
0
〜
1
3
0

度
に
し
て
真
空
状
態
に
す
る
と
、
原
料

の
色
彩
と
風
味
を
保
持
し
た
ま
ま
で
、

サ
ク
サ
ク
と
し
た
食
感
に
な
る
。

　
ポ
テ
ト
で
問
題
と
な
る
ア
ク
リ
ル
ア

ミ
ド
も
減
圧
フ
ラ
イ
で
は
発
生
し
な
い
。

　
乾
燥
食
品
で
は
流
通
保
存
中
に
食
品

に
含
ま
れ
る
油
脂
・
色
素
・
ビ
タ
ミ
ン

な
ど
の
成
分
の
酸
化
や
、
変
色
や
メ
イ

ラ
ー
ド
反
応
に
よ
る
非
酵
素
的
褐
変
や

異
臭
の
生
成
な
ど
、
様
々
な
化
学
的
変

化
が
起
こ
る
。
そ
れ
ら
に
よ
り
風
味
の

低
下
や
栄
養
素
の
減
少
な
ど
の
品
質
劣

化
を
招
く
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
対
策
と

し
て
防
湿
を
防
い
だ
り
、
酸
素
遮
断
等

の
包
装
形
態
が
必
要
に
な
る
。

　
食
品
の
流
通
は
温
度
帯
で
大
き
く
分

け
る
と
、
常
温
・
チ
ル
ド
・
冷
凍
の
３

つ
に
分
か
れ
る
。
チ
ル
ド
や
冷
凍
に
は

そ
れ
な
り
の
設
備
投
資
が
必
要
で
あ
る

が
、
常
温
は
大
き
な
設
備
投
資
を
必
要

と
し
な
い
。
食
品
流
通
の
問
題
点
は
輸

送
距
離
に
対
す
る
品
質
劣
化
で
あ
る
。

そ
れ
故
、新
興
国
国
家
で
は
ス
ナ
ッ
ク・

ソ
ー
セ
ー
ジ
・
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン

等
が
最
初
に
発
展
す
る
食
産
業
と
な
る
。

食と科学
HI-COOKING

乾
燥
と
脱
水

ド
ラ
イ
食
品
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❸コンベヤ分離でネットメンテナンス性能が
    飛躍的にアップ

本社・工場　　　TEL  076（275）8159
水島研究所 　　  TEL  076(277)8159
東京営業所　　　TEL  03（3453）8159
大阪営業所　　　TEL  06（7662)8159
福岡営業所　　　TEL  092（574）1802

〈代理店〉
北海道地区（有）ヤスダ TEL  011（785）1768
東北地区（有）明恒装設 TEL  022（363）2521
千葉地区（株）京葉フーズマシーン TEL  043（262）8466
静岡地区（株）SK システム TEL  054（281）8581

〈関連会社〉
（株）HI-COOK　　　　　　　　   TEL (+81) 076（293)8159
（株）アサヒエンジニアリング           TEL (+81) 044（766）0886
韓国アサヒ装設（株 ）                   TEL (+82)  031（695）7911
HI-COOK（Thailand）Co.,Ltd.  TEL (+66)  02（136）3180

　桜が散ると兼六園は新緑が真っ盛りになりま
す。ツツジ、藤やカリンなど咲いていますが、一
押しは「花見橋から見る曲水に咲くカキツバタ」
です。兼六園には１万株、４万本があるとも言わ
れています。
　「杜若」「燕子花」とも書かれアヤメ属の花です。
湿地に群生し紫色の凛とした姿は、はっとするほ
ど美しいです。是非観にいらしてください。
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カキツバタ

DBC 型ガスフライヤーが人気　
ご予算に合わせて 3 種類をラインアップ

ブンゼン燃焼方式（DBC-A 型）
・シンプルな自然吸気方式。
・メンテナンスも簡単。
・熱効率 43％。

　コンベヤは分離可倒方式（特許取得）で共通化

❶商品は厚みに合わせて搬送間隔を可変して油量削減

❹コンベヤを洗浄液に浸漬させて内部まで
　 洗浄可能

　予算に合わせて燃焼方式を選択可能
  ブラスト燃焼方式（DBC-B 型）
 ・燃焼室の輻射を抑さえた強制燃焼 
   方式。
 ・燃焼効率良く集中排気が可能。
 ・熱効率 62％。

  HEC 燃焼方式（DOBC-A 型）
 ・燃焼排気ガスを再利用した排熱回収
   方式。
 ・排気ガス温度100℃以下で作業環境     
   も改善。

❷特殊バスケット搬送で小
　 魚・麺等のバリエーショ 
    ンアップ

20 〜60mm ■ DBC-43B 型の場合
20mmの場合の油量201ℓ
60mmの場合の油量 296ℓ

キャタピラコンベヤ

潜行コンベヤ

搬送コンベヤ

＜コンベヤ内部洗浄イメージ＞

室温 20℃程度

＜温度 3点制御＞

搬送コンベヤ

キャタピラコンベヤ
潜行コンベヤ

＜温度 3点制御＞
キャタピラコンベヤ

潜行コンベヤ

搬送コンベヤ

★

★
＜浸漬洗浄イメージ＞


